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男女共同参画による

　

地
域
自
治
の

　
　

活
性
化
に
向
け
て　

会 

長
　
池
原
範
雄

　

第
五
回
地
区
会
長
会
（
昨
年
十
二
月
開

催
）
に
お
い
て
、
標
題
の
組
織
活
動
の
活

性
化
施
策
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
は
、
平
成
二
十
二
年
度
に
設

置
し
た
「
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
」

の
提
言
に
基
づ
く
も
の
で
、
町
内
会
や
地

区
会
の
意
思
決
定
が
男
女
共
同
参
画
体
制

の
も
と
で
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
す
も

の
で
す
。

　

施
策
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

一 

町
内
会
役
員
へ
の
女
性
の

　 

参
画
施
策

①
婦
人
部
・
女
性
会
等
の
女
性
組
織
が
結

成
さ
れ
て
い
る
町
内
会
は
、  

そ
の
代

表
者
を
町
内
会
役
員
に
選
任
で
き
る
よ

う
、
役
員
定
数
枠
を
設
け
る
等
の
規
約

改
正
を
検
討
す
る
。

②
女
性
組
織
の
活
性
化
に
向
け
た
各
種
支

援
施
策
（
運
営
サ
ポ
ー
ト
、
財
政
的
支

援
等
）
を
強
化
す
る
。

③
子
ど
も
会
・
老
人
会
・
青
年
団
・
壮
年

団
・
自
主
防
災
会
等
の
役
員
に
つ
い
て

も
、
女
性
の
就
任
を
促
進
す
る
よ
う
働

き
か
け
る
。

④
女
性
組
織
が
未
結
成
の
場
合
は
、「
と
な

り
組
福
祉
員
・
健
康
づ
く
り
推
進
員
等
」

で
活
躍
し
て
い
る
女
性
リ
ー
ダ
ー
を
核

と
し
た
女
性
組
織
の
結
成
に
向
け
、
町

内
会
と
し
て
粘
り
強
く
取
り
組
む
。

⑤
平
素
か
ら
、
男
女
共
同
参
画
の
視
点
に

立
っ
た
開
か
れ
た
組
織
運
営
に
努
め
る
。

二 

地
区
会
に
お
け
る
女
性
組
織

　 

の
結
成

　

女
性
組
織
を
有
す
る
町
内
会
の
協
力
の

も
と
に
、
そ
れ
ら
の
代
表
者
や
地
区
レ
ベ

ル
で
活
躍
し
て
い
る
女
性
を
核
と
し
た
地

区
女
性
会
の
結
成
に
つ
い
て
取
り
組
む
。

三 

先
進
事
例
の
紹
介

四 

研
修
会
・
広
報
活
動
の
推
進

　
　

第12号

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を

　
　
　
　
　
　

申
し
上
げ
ま
す
。

町内会運営 の実 現 を目 指 し て町 内 会 運 営 の実 現 を目 指 し て

　
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、

住
民
同
士
が
力
を
合
わ
せ
、

地
域
課
題
の
解
決
や
生
活
の

安
全
安
心
を
確
保
す
る
た
め

の
基
盤
で
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
と
こ
ろ
、
地
域
住
民
が
、

自
主
的
に
“
地
域
課
題
の
解

決
に
取
り
組
む
”
気
運
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
こ
と
は
、
誠

に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
ま

す
。

　
鳥
取
市
自
治
連
合
会
に
お

き
ま
し
て
も
、
自
治
の
精
神

に
基
づ
き
各
種
事
業
を
通
し

て
、
市
民
の
福
利
の
増
進
に

努
め
て
お
り
ま
す
も
の
の
、

人
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
地
域

を
つ
く
る
に
は
、
住
民
皆
様

の
力
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
の
で
き
る
こ

と
に
限
り
が
あ
り
ま
し
て

も
、
相
互
理
解
と
信
頼
の
も

と
で
連
携
し
て
い
く
な
ら
、

活
性
化
に
向
け
た
大
き
な
力

が
生
み
出
さ
れ
る
も
の
と
確

信
し
て
い
ま
す
。

　
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

本
会
で
は
、
総
務
委
員
会
が
取

り
ま
と
め
た
「
総
会
の
効
率
的
な

開
催
方
法（
案
）」に
つ
い
て
、
第
四

回
地
区
会
長
会
で
審
議
し
、
平
成

二
十
四
年
度
定
期
総
会
よ
り
、「
代

議
員
制
」
を
採
用
す
る
こ
と
に
決

定
し
ま
し
た
。「
代
議
員
制
」
に
よ

る
方
針
決
定
の
流
れ
は
次
の
通
り

で
す
。

　

①
第
一
回
地
区
会
長
会
で
総
会

提
出
議
案
を
決
定
②
そ
の
議
案
内

容
を
各
地
区
会
の
町
内
会
長
等
で

審
議
③
各
地
区
で
は
代
議
員
選
出

基
準
に
基
づ
き
、
代
議
員
を
選
任

④
代
議
員
は
、
地
区
会
の
審
議
結
果

を
総
会
の
議
事
に
反
映

総
会
開
催
方
法
の

　
　
変
更
に
つ
い
て

お知らせ
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池
田
公
を
藩
祖
と
す
る
縁
に
よ

り
、
鳥
取
市
、
岡
山
市
、
姫
路
市

の
住
民
自
治
組
織
が
姉
妹
提
携
を

行
っ
て
、
早
く
も
五
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。

　

平
成
二
十
三
年
度
の
姉
妹
交
流

会
は
、
鳥
取
市
内
の
「
ホ
ー
プ
ス

タ
ー
と
っ
と
り
」
に

お
い
て
、
十
月
二
十

五
日（
火
）に
開
催
さ

れ
、
鳥
取
市
自
治
連

合
会
二
十
四
名
、
岡

山
市
連
合
町
内
会
十

九
名
、
姫
路
市
連
合

自
治
会
十
六
名
の
総

勢
五
十
九
名
の
方
々

に
ご
出
席
い
た
だ
き
、

一
年
ぶ
り
の
再
会
に
、

嬉
し
い
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
一
部
協
議
会
で
は
、
各
市
の

会
長
よ
り
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た

後
、
大
久
保
副
会
長
に
議
長
を
お

願
い
し
、
前
も
っ
て
各
連
合
会
か

ら
提
案
さ
れ
た
個
別
テ
ー
マ
に

沿
っ
て
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

岡
山
市
か
ら
は
、「
定
年
制
に

つ
い
て
」
連
合
町
内
会
役
員
も
軒

並
み
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、「
定

年
制
」
を
設
け
て
組
織
の
世
代
交

代
を
図
っ
て
お
ら
れ
る
と
い
う
状

況
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
姫
路
市
か
ら
提
出
の
、

「
水
害
に
伴
う
危
機
管
理
に
つ
い

て
」
で
は
台
風
に
よ

る
風
雨
の
影
響
に
よ

り
、
様
々
な
課
題
が

浮
き
彫
り
と
な
り
、

そ
れ
に
対
し
、
各
市

の
現
状
や
運
営
方
法

な
ど
活
発
な
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

鳥
取
市
の
「
総
会

開
催
方
法
の
改
革
に

つ
い
て
」
で
は
、
平

成
二
十
四
年
度
よ
り
、
代
議
員
制

度
を
施
行
す
る
に
伴
い
、
総
会
に

考
え
や
意
見
を
も
っ
て
出
ら
れ
る

の
は
、
望
ま
し
い
姿
で
あ
り
、
大

変
す
ば
ら
し
い
な
ど
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

第
二
部
昼
食
会
で
は
、
福
部
町

の
「
網
元
」
に
会
場
を
移
動
し
、

日
本
海
の
新
鮮
な
海
の
幸
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、バ
ス
で
陸
上
か
ら
「
菜

島
五
島
」
な
ど
の
山
陰
海
岸
ジ
オ

パ
ー
ク
の
景
観
ス
ポ
ッ
ト
を
、
ジ

オ
ガ
イ
ド
さ
ん
の
説
明
を
聞
き
な

が
ら
、
視
察
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

山
陰
海
岸
学
習
館
へ
移
動
し
、
Ｄ

Ｖ
Ｄ
視
聴
な
ど
に
よ
り
、
山
陰
海

岸
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
学
習
し

ま
し
た
。

　

荒
天
の
為
、
遊
覧
船
に
よ
る
浦

富
海
岸
・
島
巡
り
の
中
止
は
、
大

変
残
念
で
し
た
が
、
現
地
解
散
で

交
流
会
を
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

　

次
回
は
、
姫
路
市
連
合
自
治
会

に
お
世
話
に
な
り
ま
す
が
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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平
成
二
十
三
年
度　

姉
妹
交
流
会
概
要

平
成
二
十
三
年
度　

全
国
自
治
会
連
合
会
福
島
県
郡
山
大
会
の
概
要
報
告

　
平
成
二
十
三
年
度
全
国
自
治
会

連
合
会
の
全
国
大
会
が
、
昨
年
十

月
十
三
日
に
「
町
内
会
・
自
治
会
の

元
気
は
地
域
の
元
気
」
と
い
う
理
念

に
基
づ
き
、
被
災
地
の
復
旧
・
復

興
を
祈
念
し
福
島
県
郡
山
市
に
お

い
て
、
三
十
二
都
道
府
県
の
地
縁
団

体
の
同
志
、
約
九
百
六
十
七
名（
う

ち
鳥
取
県
自
治
会
連
合
会
九
名
）が

集
い
、盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
は
四
部
構
成
か
ら
な
り
、

第
一
部
式
典
は
、
開
会
の
こ
と
ば

に
始
ま
り
、
全
国
自
治
会
連
合
会

の
兼
松
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
次
い

で
、
開
催
地
の
県
知
事
及
び
市
長

の
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、
全
国
自
治
連
副
会

長
の
池
原
会
長
が
内
閣
総
理
大
臣

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
披
露
の
後
、
全
国

自
治
会
連
合
会
表
彰
が
行
わ
れ
、

当
連
合
会
か
ら
は
、
住
民
自
治
の
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振
興
発
展
に
尽
力
し
た
功
績
に
よ

り
、
池
原
会
長
、
大
久
保
副
会
長
、

山
田
副
会
長
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た

（
全
国
計
七
十
七
名
）。
続
い
て
大

会
宣
言
が
全
会
一
致
で
採
択
さ

れ
、
藍
綬
褒
章
受
章
者
（
十
名
）

の
紹
介
、
次
期
開
催
地
（
兵
庫
県

姫
路
市
）
会
長
あ
い
さ
つ
の
後
、

閉
会
し
ま
し
た
。

　
第
二
部
で
は
、
柳
橋
歌
舞
伎
保

存
会
と
郡
山
市
立
御
舘
中
学
校
よ

り
「
柳
橋
地
区
の
ふ
る
さ
と
づ
く

り
」
に
つ
い
て
活
動
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

　
第
三
部
で
は
、「
食
の
安
心
・

安
全
と
こ
れ
か
ら
の
日
本
」
と
題

し
て
、
東
京
農
業
大
学
名
誉
教
授

の
小
泉
武
夫
氏
に
よ
る
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
幕
間
の
ウ
ェ
ル
カ
ム
ハ
ー
モ
ニ

ー
で
は
、「
楽
都
郡
山
」
を
代
表

す
る
県
立
安あ

積さ
か

黎れ
い

明め
い

高
等
学
校
合

唱
団
の
美
し
く
清
ら
か
な
歌
声
に

す
っ
か
り
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
四
部
交
歓
会
は
、
地
元
出
身

の
ジ
ャ
ズ
歌
手
、
千
年
ひ
と
み
さ

ん
の
「
ア
メ
イ
ジ
ン
グ
・
グ
レ
イ

ス
」
の
透
き
通
っ
た
歌
声
で
幕
を

開
け
ま
し
た
。
鏡
開
き
、
郷
土
芸

　

今
年
度
は
、
七
月
一
日
の
今
治

市
連
合
自
治
会
の
皆
さ
ん
を
皮
切

り
に
、
七
月
八
日
に
こ
ち
ら
か
ら

視
察
訪
問
し
た
宝
塚
市
自
治
会
連

合
会
、
愛
媛
県
西
条
市
連
合
自
治

会
、
和
歌
山
県
海
南
市
自
治
会
連

絡
協
議
会
の
皆
さ
ん
が
視
察
研
修

の
た
め
来
鳥
さ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
の
目
的
は
、
や
は
り
防
災

意
識
の
高
ま
り
か
ら
自
主
防
災
組

織
や
そ
の
活
動
が
最
も
多
く
、
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
も
の

や
、
行
政
か
ら
独
立
し
た
自
主
自

立
の
事
務
局
運
営
に
興
味
を
持
た

れ
た
連
合
会
も
あ
り
ま
し
た
。

　

受
入
れ
に
は
、
池
原
会
長
ほ
か

副
会
長
、ま
た
は
監
事
が
出
席
し
、

研
修
内
容
に
応
じ
て
協
働
推
進
課

及
び
危
機
管
理
課
の
職
員
の
方
に
同

席
を
お
願
い
し
、対
応
し
ま
し
た
。

総
務
大
臣
表
彰　
池
原
範
雄 

会
長

能
な
ど
趣
向
を
凝
ら
し
た
演
出
に

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
大
変
な
時
期
に
、
大
会
開
催
に

奮
迅
さ
れ
た
関
係
者
の
皆
さ
ま
に

敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
被
災

地
の
一
日
も
早
い
復
興
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

★
七
月
一
日
（
金
） 

　
愛
媛
県
今
治
市
連
合
自
治
会
　

　
　
　
　
　
　
　
　
五
十
七
名

【
内
容
】

・
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
自
治
会

に
つ
い
て

・
防
災
リ
ー
ダ
ー
、
自
主
防
災
会

に
つ
い
て

★
十
月
二
十
六
日
（
水
）

　
兵
庫
県
宝
塚
市
自
治
会
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
　
四
十
一
名

【
内
容
】

・
自
治
会
と
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

・
「
地
域
自
治
」
へ
の
取
組
み

・
事
務
局
に
つ
い
て

★
十
一
月
七
日
（
月
）

　
愛
媛
県
西
条
市
連
合
自
治
会

　
　
　
　
　
　
　
　
二
十
六
名

【
内
容
】

・
自
主
防
災
活
動
に
つ
い
て

・
行
政
と
の
協
働
に
つ
い
て

★
十
一
月
三
十
日
（
水
）

　
和
歌
山
県
海
南
市
自
治
会
連
絡

　
協
議
会
　
　
　
　
　
三
十
名

【
内
容
】

・
若
葉
台
南
六
丁
目
防
災
会
の
活

動
に
つ
い
て

・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
取
組

み
に
つ
い
て

県
外
よ
り視

察
研
修
の

 
た
め
来
鳥
！

続々

〒680-0845　鳥取市富安１丁目８４番地
TEL：0857-24-8471　FAX：0857-24-8474

天 然 温 泉  し い た け 会 館

　
全
国
自
治
会
連
合
会
副
会
長
並
び
に
鳥
取
県
自
治
会
連
合
会
会

長
と
し
て
、
長
年
住
民
自
治
活
動
の
推
進
に
尽
力
し
た
功
績
に
よ

り
、
平
成
二
十
三
年
度
地
縁
に
よ
る
団
体
功
労
者
総
務
大
臣
表
彰

（
全
国
自
治
会
連
合
会
推
薦
）
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
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倉
田
地
区
は
、
鳥
取
自
動
車
道

鳥
取
南
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
要

に
、
扇
形
に
清
流
千
代
川
の
右

岸
、
八
坂
山
空
山
を
裾
野
に
円
通

寺
か
ら
千
代
川
用
水
を
水
源
と

し
、
江
戸
時
代
の
水
上
交
通
と

な
っ
た
山
白
川
は
、
鳥
取
市
街
地

を
貫
流
し
て
丸
山
町
、
田
園
町
か

ら
袋
川
の
下
流
に
又
鳥
取
駅
南
部

の
邑
美
平
野
の
田
園
を
潤
す
と
と

も
に
弥
生
町
の
山
白
川
、
行
徳
の

狐
川
に
通
年
通
水
さ
れ
市
街
地
の

環
境
美
化
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　

千
代
川
の
右
岸
に
は
、
十
万
平

方
米
の
倉
田
ス
ポ
ー
ツ
広
場
が
整

備
さ
れ
、
年
間
七
万
人
が
野
球
、

サ
ッ
カ
ー
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
自

然
に
調
和
し
た
ば
ら
し
い
環
境
の

中
で
楽
し
み
市
民
の
憩
の
場
と
し

て
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
サ
ッ
カ
ー
、
Ｊ
リ

ー
グ
ガ
イ
ナ
ー
レ
の
ホ
ー

ム
で
あ
る
バ
ー
ド
ス
タ
ジ

ア
ム
に
は
、
年
間
十
万
人

と
県
内
外
の
サ
ポ
ー
タ
が

訪
れ
、
健
康
、
ス
ポ
ー
ツ
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
、

交
流
の
場
と
し
て
賑
わ
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
郷
土
の
文
化
面

で
は
、
県
指
定
無
形
文
化

財
で
あ
る
倉
田
八
幡
神
社

の
獅
子
舞
や
、
円
通
寺
の

人
形
芝
居
は
有
名
で
、
中

で
も
、
馬
場
、
国
安
の
傘
踊
り
は

市
の
芸
能
祭
等
に
は
再
々
参
加

し
、
市
及
び
地
域
の
文
化
振
興
に

寄
与
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
教
育
面
で
は
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
と
地
域
と
の
関
わ
り
は
四
十
年

に
及
び
ま
す
。
全
戸
参
加
の
教
育

後
援
会
組
織
や
自
治
会
が
中
心
の

安
心
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
結
成
は
十

一
年
で
、
学
校
地
域
の
連
携
が
深

ま
っ
て
お
り
、
顕
著
な
少
子
高
齢

化
の
傾
向
は
み
ら
れ
な
い
も
の

の
、
文
化
祭
、
餅
つ
き
、
ス
ポ
ー

ツ
大
会
の
世
代
間
交
流
の
中
で
、

共
存
社
会
修
復
の
た
め
区
長
会
、

　

各
地
区
自
治
会
活
動
の
現
状
と
特
色
あ
る
町
内
会
活

動
の
紹
介
を
柱
と
し
た
「
自
治
連
だ
よ
り
」
は
第
十
二

号
を
迎
え
、
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
五
十
三
通
に
も
及

ぶ
玉
稿
は
、
各
地
区
の
地
域
づ
く
り
の
参
考
と
な
る
な

ど
、
些
少
な
り
と
も
各
地
域
の
活
性
化
に
寄
与
で
き
た

の
で
は
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
自
治
会
情
報
に
加
え
て
、
全
地
域
に
設
立
さ

れ
た
「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
の
運
営
情
報
と
併
せ
て

掲
載
す
る
こ
と
も
必
要
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

各
位
の
ご
協
力
に
感
謝
し
後
記
と
い
た
し
ま
す
。

■■■■編 集 後 記

倉
田
地
区

心
豊
か
な

　

倉
田
地
区
を

倉
田
地
区
自
治
会

　
会
長
　
高
見
則
夫

社
会
福
祉
協
議
会
等
の
各
団
体
が

一
体
と
な
っ
て
、
人
と
人
と
の
繋

が
り
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

本
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
昭

和
四
十
三
年
結
成
の
自
治
会
組
織

を
母
体
と
し
、
総
務
（
区
長
会
）、

福
祉
、
防
犯
（
消
防
・
交
通
）、

公
民
館
、
同
推
（
人
権
）、
体
育

の
六
部
で
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

事
業
に
相
互
連
携
し
、
明
る
い
住

み
よ
い
“
地
域
づ
く
り
”
と
い
う

初
期
の
目
的
に
沿
っ
て
、
次
世
代

を
担
う
人
づ
く
り
の
育
成
行
動

を
、
地
域
全
体
で
興
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
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